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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：核、染色体、細胞質。注記：主に核に局在し、複製部位でPCNAと共局在する…この遺伝子によってコードされるタンパク質は細胞周期によって制御され、核に局在する。タンパク質のC末端側はトリプシン様ペプチダーゼと相同性を持ち、増殖細胞核抗原（PCNA）との共局在に必要なPCNA相互作用ペプチド（PIP）ボックスを含む。この遺伝子の発現低下はDNA複製障害を引き起こし、これはサルウイルス40（SV40）の複製におけるこの遺伝子の実証された役割と一致する。この遺伝子の変異は、ケニー・カフェー症候群（KCS）2型およびより重篤な骨頭蓋狭窄症（OCS、別名：薄骨異形成症）と関連付けられており、どちらも低身長、副甲状腺機能低下症、骨発育異常、および低カルシウム血症を特徴とする。選択的スプライシングは複数の転写産物変異体をもたらす。[RefSeq提供、2015年8月]
	研究分野
	-
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	HepG2細胞全細胞ライセートのウェスタンブロット解析では、4～20% SDS-PAGEで分離し、メンブレンを抗FAM111Aウサギモノクローナル抗体でブロッティングした。抗体の検出には、HRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

